
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

2026 年度 九州地区福祉心理学会・九州福祉心理学研究会公開研修会 

鹿児島大会  大会会長 十島真理（きずな学園） 

 

 

情緒障害児短期治療施設等で長く活躍され、現在は志學館大学大学院心理臨床学研究科教授と  

して、長年福祉現場における生活臨床と心理臨床の統合に腐心されている山喜高秀先生をお迎え

し、「福祉心理学が福祉現場にどう役に立つか」についてご講演いただきます。さらにシンポジウ

ムでは、「福祉現場」での心理職の現状を、また問題提起では、心理職のいない福祉現場の心理的

課題等を報告し、新たな福祉心理学の道筋について皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 
 

研修会内容 

時間 所要 項目 内容 

12：30－  受付 受付開始 

13：00－13：20 20 分 開会式 開会の挨拶 十島真理氏（社会福祉法人吾子の里 理事長） 

主催者挨拶 大迫秀樹氏 

（福岡女学院大学人間関係学部心理学科教授） 

来賓挨拶  中山哲志氏（日本福祉心理学会 理事長） 

13：20－14：20 60 分 基調講演 「社会的養護（育ち直り）という支援」 

山喜高秀氏 （志學館大学大学院心理臨床学研究科教授） 

14：20－14：30 10 分 休憩  

14：30－16：00 90 分 シンポジウム 「現場における心理職の実態」 

コーディネータ：大迫秀樹氏 

コメンテーター：大西良氏（筑紫女学園大学人間科学部 

人間科学科心理社会福祉専攻准教授） 

シンポジスト：山喜義枝氏（精神科クリニック心理士） 

正留千草氏（児童養護施設心理士） 

  質疑応答  

16：00－16：20 20 分 問題提起 問題提起 ～心理職のいない福祉現場の心理的課題～ 

占部尊士氏（西九州大学健康福祉学部社会福祉学科准教授） 

16：20－16：30 10 分 閉会式 閉会の挨拶 十島真理氏 

事務連絡  占部尊士氏 

 

申し込み先 社会福祉法人 吾子の里 きずな学園 

      〒892-0871 鹿児島県鹿児島市吉野町 10793‐1 

電話 099-244-3220 

FAX  099-244-3227 

E-mail ako-kizuna@tuba.ocn.ne.jp 

 


